
「JFMAジャーナル33号 インフラメンテナンスの技術者育成（ME新潟）」
長岡技術科学大学名誉教授 丸山久一」抜粋

地域医療のシステムもインフラの維持管
理において参考にすべきものと思われる。
私たちの健康管理は、日常においてはホー
ムドクターにお世話になっているが、異常
が発見され、より精密な検査が必要な場合
は、ホームドクターから市民病院に連絡が
行き、対応がとられる。市民病院は地域の
大学医学部、大学病院と連携も強く、人々
の多種多様な病気に対応できるシステムに
なっている。このように、治療のレベルに
応じて連携できる仕組みはインフラの維持
管理にも是非必要である。

人材育成の視点として・仕組みとの整合性

補修・修繕・
記録

地方インフラ

調査点検・診断・予防処置
（日常的維持管理）



保健所：全国に472ヵ所（支所120）
市町村保健センター：全国2,456ヵ所保健所が地域

保健の拠点？



地域保健法対象の従事者（保健所・保健センター）
全体数54,967人
医師891（1.6％）保健師25,993（47.2％）
衛生教育開催数40万回弱・参加人員1千百人（延べ）

行政保健師（地方公務員）の業務



さて質問です！
地方の公共インフラにとっての保健所機能はどこ
が受け持ち、保健師さん役は誰なのでしょうか？
その方々は何人活動しており、どうやって育成す
るのでしょうか？
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